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学位論文審査結果の要旨
光触媒活性物質である酸化チタン (TiO2)は､光触媒作用により酸化避元反応を生じ､電子の移
動によりヒドロキシルラジカル (OH-)を産生することが知られているoまた､EsherichLacoIL-や
StTePtOCOCC〟SmuLansなどの'約1菌に対し､その作用により抗-m作用を示すことが報告されているO
このことから､歯ブラシの柄の.何S分に半時体であるTi02と光触媒効果を持つソーラーパネルを内
蔵した歯ブラシ (Soladcy-3)が日日発された.S.1TWlanSは､デンタルプラークと呼ばれる口腔バイオ
フィルムを形成し､歯面に付BJ.するo付着 ･堆積したuJ'は､折を代謝することにより酸を産生し
歯面を脱灰し､淋蝕を蒐生させるoそれゆえに､歯面-のS.JluIEαnsの付着を防ぐことが伽蝕の発
生の予防において重要であると考えられている｡木研究は､半導体内蔵船ブラシ (Soladey-3)の
使用によって引き起こされる S.muEanSのアパタイ ト=-ii･面-の付潜抑制効果とそのメカニズムの
検討を行ったC研究結果は,以下の通りであった｡
r.soJadey-3を用いてハイ ドロキシアパタイ トペレッ､トをブラッシングし､菌培養織に浸沸し
! た場合､培地にスクロースが存在しない粂件下では､6および 12時間後の付着した歯数は､
1 コントロール群と比較して有意に減少していた｡また､スクロースが存在した場合では､24
時間後において付着した菌数は､コントロール肺と比椴して有意に減少していた｡
2.ハイドロキシアパタイトペレット表層構造を電子峨徴鈍で観察したところ､ブラッシング回
数が 50回で､結晶構造の変化が配められ､結晶間にいくつかの剛隙が認められた050回以
l 下では特に変化はなかった｡
3.ブラッシング後の-イドロキシアパタイトペレットの表屑を､.X線回折法を用いて､Ca2Pお
よび P2Pスペクトラムのピークを胴べることにより､その結合エネルギーの変化を調べた｡
その結果､実験群とコントロール群では､Ca2PスペクトルおよびP2Pスペクトルのピー ク
の結合エネルギーにおいて､明らかに電位のピークが変化していたo
Soludcy-3によるブラッシングにより､-イドロキシアパタイトペレット表膚のCaおよびPの組成
を変化させることがわかった｡これらの表面の電位の変化がS.m〟tansとの親和性を低下させるこ
とにより､S.mLtEanSの吸着を阻害したことが示唆されたO
これらの結果は､齢蝕の予防において､半導体である酸化チタンと光触媒効果を持つソーラー
パネルを内蔵した歯ブラシ (Soladey･3)の使用の有効性を示唆したものである｡I
以上に基づき､審査委員会は本申請論文が博士 (歯学)の学位論文として価値があるものと認め
た｡
